













当院では平成 24 年 10 月 1 日より新生児聴覚スク
リーニングとして，自動聴性脳幹反応（以下 AABR）
を行っている．生後 3 日目以降の新生児を対象と
し，検査開始から平成 26 年 8 月 31 日までの当院出
生児 1044 人中，検査の同意を得ることができた 831
名に対し検査を実施した．このうち AABR の初回































抗を 5kΩ 以下にする．クリック音は 105〜10dBnHL
の間で 10〜20dB ずつ音圧変化（下降法）させ，刺激
頻度 13Hz，感度 0.5μV/div，加算回数 1000 回で片
耳ずつ検査し，Ⅴ波が確認できる音圧を調べる．対象
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は 5 名であった．「要再検」5 名のうち 3 名は再検査
し「パス」となったが，2 名に関しては生後 1ヶ月健
診時の再検査でも「パス」とならず，このうちの1名
に対して精密 ABR を実施した．残りの 1 名は里帰
り出産であったため，その後の経過は不明である．
精密 ABR を実施した児については，左耳は20dB
までⅤ波を認めたが（図 2-1），右耳は 90dB 以降は
認めなかった（図2-2）．
AABR の検査実績は，平成 24 年 10 月〜平成 26



































図 2-1 精密 ABR結果 
 
 
図 2-1 精密 ABR結果 
 
図 2-2 精密 ABR結果 
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